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				このページは検証済みです



めないやうに、またそれによつて單に東部ヨーロツパのみならず、他の諸地方までも同樣の緊迫狀態に陷ることのないやうに、達成せられねばならないのであつた。

　事態がかくなつた原因は、第一には、ヴエルサイユの所謂獨裁條約によつて定められた實行不可能な國境劃定法にある。第二には分離された諸地方に於ける少數民族に對する不當な取扱ひが原因である。そこでドイツ國政府は、これらの提案に際して、國境制定を淸算して双方にその存立上必要な連絡路を建設し、少數民族問題も出來得れば解決せんとする考慮及び、若しもこれが不可能の時は少數諸民族の運命を、彼等の權利の完全なる保證によつて堪え易いものにしようといふ意嚮から出發したものである。ドイツ國政府の確信せるところでは、その場合一九一八年以來行はれて來た經濟的及び肉體的損害を明かにし、且つそれを全面的に補償することが絕對に必要であつた。ドイツ國政府は、この種の義務的行爲を以て、當然双方を拘束し得るものと看做した。即ち、かかる考慮に基いて次の如き實際的、諸提案が提出されたのである。


　第一、自由都市ダンチツヒは、同市の純然たるドイツ的性格並びに同市居住民の一
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